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■ 堅信式と新受堅者祝賀会開催
５月24日（日）11時30分ミサの中で、ラファエル
梅村昌弘司教主司式による堅信式が執り行われ、弟
子たちに注がれた聖霊のように、聖霊の賜物が５人
の受堅者の上にも注がれますようにという言葉で
始まりました。
　説教の中で「堅信を受けた一人ひとりが入信の秘
跡の締めくくりとして、神の民として受け入れら
れ、聖霊の注ぎを受けて力強く宣教していくため
に、神様に呼ばれ集められました。それぞれの働き、
それぞれ違う働きが交わるからこそ大きな力とな
る」とエールをくださいました。さらに「宣教の働
きが、わざが、今も信じる全ての民によって続けら
れますように」と力強く祈られました。
　またフランシスコ教皇が言われた「ともに歩む教
会を築いてください。司祭、修道者、そして信徒と
共に作ってください」の言葉を引用され、司教様自
身も願われておられる「コムニオ・コムニオーヌム」
“交わりの中の交わり､ 一致の中の一致”を話され
ました。その交わりのために、その実現のために山
手教会の働き手として、復活徹夜祭には27人、そし
て、きょうは５人も増えましたと、うれしそうに話
されました。
　神様が私たち一人ひとりに期待しておられるこ
とを信じ、理解することは難しいことかもしれませ
んが、神様にとって私たちは大事な存在であり、大
切にしてくださることを、アンジェラ・ハントの『３
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本の木』の絵本を読まれ伝えてくださいました。（ぜ
ひ調べてみてください！）とてもすばらしい絵本で
した。
ミサのあとに、教会ホールで祝賀会が開催されま
した。梅村司教、鈴木真主任司祭を始め牧山善彦師、
グェップ師も参加され、ロザリオ会が用意してく
ださった、おいしいお料理で和やかにお祝いしまし
た。みなさん、おめでとうございます。
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